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別記様式 

 担当課 やさしさ支援課 

会 議 の 名 称 令和５年度第２回鴻巣市人権施策推進審議会 

開 催 日 令和６年２月２１日（水） 

開 催 時 間 午前１０時００分 開会 ・ 午前１２時００分 閉会 

開 催 場 所 鴻巣市役所 本庁舎４階大会議室 

議長(委員長・会長) 

氏 名 
会長 伊藤 一枝 

出席者(委員)氏名 

（出席者数） 

伊藤一枝（会長）、平賀健郎（副会長）、明里玲子、大島幸雄、 

栗原依子、松本行雄、鈴木菜美、髙島三郎、坂本浩司、 

加藤幸弘（１０名） 

欠席者(委員)氏名 

（欠席者数) 
永井陽子、添田幸次（２名） 

事務局職員職氏名 

やさしさ支援課長 小川裕子 

やさしさ支援課副課長 樋口則子 

やさしさ支援課副主任 甲州洋己（３名） 

傍聴の可否 

（傍聴者数） 
可（０名） 

会
議
の
内
容 

１ 開会 

２ 議事 

（１） 意見公募手続きの実施結果について 

（２） 鴻巣市人権施策推進指針（案）について 

３ その他 

４ 閉会 

（決定事項など） 

１ 意見公募手続きの実施結果について事務局より説明。指針に反映するというこ

とで決定した。 

 

２ 鴻巣市人権施策推進指針（案）について、事務局より修正箇所説明。 

《意見及び質疑応答》 

・災害時の人権について、能登半島地震について記載するのであれば、阪神淡路大

震災等についても記載したらどうか。 

・女性からの視点を市として取り組んでいることを記載したほうが良いのではない

か。 

→各災害について、プライバシーの問題についての課題があることや東日本大震災

での原子力発電所の事項による影響や能登半島地震についての影響を記載する

こととし、取組として、女性の視点にたった施策について記載することとなった。 
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・推進体制について、説明がなくわかりづらいので、説明を記載したらどうか。 

→各項目の下に説明を入れることとなった。 

・犯罪被害者やその家族の項目に策定を進めている犯罪被害者等支援条例について

記載したらどうか。 

→議会にて採決されれば、鴻巣市犯罪被害者等支援条例について記載することとな

った。 

・指針の策定にあたりについて、改定なのか策定なのわかりづらい。 

→文章を改めることとしました。 

・具体的な取組について、人権教育と人権啓発の説明について、同じ法律を引用し

ていることから、まとめて記載したらどうか。 

→大項目の人権教育・人権啓発の下にまとめて記載することとなった。 

・市民・民間団体・企業等との協働について、前段の文章と後段の文章で、企業と

学校が出てきたりと整合性がつかないので、改めたらどうか。 

→改めることとしました。 

配
付
資
料 

・令和５年度第２回鴻巣市人権施策推進審議会次第 

・鴻巣市人権施策推進指針意見公募の実施結果について 

・鴻巣市人権施策推進指針（案） 

 
注 会議の内容の欄は、主な意見や質疑内容を交えて概要を記入し、記入事項が多い

場合は、別紙に記入するものとする。 


